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本
会
の
評
議
員
会
・
理
事
会
が
、
一
月
二

十
六
日
午
後
一
時
か
ら
、
東
京
・
赤
坂
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

初
め
に
「
仏
教
徒
の
歌
」
斉
唱
。
続
い
て

里
見
達
人
理
事
長
を
導
師
に
、
三
帰
依
文
を

唱
和
。
次
に
、
昨
年
の
幾
多
の
災
害
で
亡
く

な
ら
れ
た
犠
牲
者
へ
黙
祷
。

本
会
寄
付
行
為
に
基
づ
き
、
田
中
利
典
師

（
金
峯
山
修
験
本
宗
）
を
評
議
員
会
議
長
に

選
出
し
た
後
、
議
事
録
署
名
人
に
大
谷
義
博

（
真
宗
仏
光
寺
派
）、
三
浦
章
爾
（
愛
媛
県

仏
教
会
）
の
両
師
を
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

●
議
案
第
一
号

理
事
の
変
更
に
つ
い
て
承

認
を
求
め
る
件

田
中
議
長
よ
り
上
程
。

退
任

河
村
松
雄
（
曹
洞
宗
）

壽
山
良
知
（
高
野
山
真
言
宗
）

大
塚
惠
章
（
真
言
宗
豊
山
派
）

安
藤
正
晃
（
孝
道
教
団
）

新
任

葦
原
正
憲
（
曹
洞
宗
）

服
部
融
宣
（
高
野
山
真
言
宗
）

浅
井
侃
雄
（
真
言
宗
豊
山
派
）

岡
野
正
純
（
孝
道
教
団
）

原
案
可
決

○
協
議
事
項
第
一
号

平
成
十
七
年
事
業
計

画
書
（
案
）
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
。

○
協
議
事
項
第
二
号

平
成
十
七
年
度
収
支

予
算
（
案
）
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
。

○
協
議
事
項
第
三
号

平
成
十
六
年
度
収
支

補
正
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る

件
。議

長
よ
り
一
括
上
程
。
櫻
井
英
幸
総
務
部

長
、
宮
川
宏
生
財
務
部
長
が
詳
細
に
説
明
。

原
案
通
り
賛
同
を
得
た
。

○
協
議
事
項
第
四
号
（
財
）
日
本
宗
教
連
盟

理
事
・
監
事
・
参
議
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
期
理
事
・
監
事
・
参
議
の
選
任
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
る
件

議
長
よ
り
上
程
。

理
事

里
見
達
人
（
本
会
理
事
長
）

監
事

小
林
正
道
（
本
会
常
務
理
事
・
留
任
）

参
議

石
上
智
康
（
本
会
常
務
理
事
・
留
任
）

横
山
敏
明
（
本
会
理
事
・
留
任
）

島
田
喜
久
（
本
会
評
議
員
・
留
任
）

長
谷
川
正
浩
（
顧
問
弁
護
士
・
留
任
）

原
案
通
り
賛
同
を
得
た
。

○
協
議
事
項
第
五
号
財
団
創
立
五
〇
周
年

（
平
成
十
九
年
）
記
念
事
業
の
概
要
に
つ
い

て
意
見
を
求
め
る
件

議
長
よ
り
上
程
。
櫻
井
総
務
部
長
が
中
正

宣
財
団
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員

会
委
員
長
の
提
案
書
を
代
読
。
原
案
通
り
賛

同
を
得
た
。

本
会
寄
付
行
為
に
基
づ
き
、
里
見
達
人
理

事
長
を
議
長
に
、
議
事
録
署
名
人
に
桶
屋
良

祐
（
念
法
眞
教
）、
加
納
博
司
（
岐
阜
県
仏

教
会
）
の
両
師
を
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

●
議
案
第
一
号

常
務
理
事
変
更
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
る
件

里
見
議
長
よ
り
上
程
。

退
任

壽
山
良
知
（
高
野
山
真
言
宗
）

大
塚
惠
章
（
真
言
宗
豊
山
派
）

新
任

服
部
融
宣
（
高
野
山
真
言
宗
）

浅
井
侃
雄
（
真
言
宗
豊
山
派
）

原
案
可
決
。

●
議
案
第
二
号

平
成
十
七
年
事
業
計
画
書

（
案
）
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
。

●
議
案
第
三
号

平
成
十
七
年
度
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
。

●
議
案
第
四
号

平
成
十
六
年
度
収
支
補
正

予
算
（
案
）
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
。

議
長
よ
り
一
括
上
程
。
評
議
員
会
で
の
原

案
賛
同
の
意
見
を
受
け
審
議
。
原
案
可
決
。

●
議
案
第
五
号
（
財
）
日
本
宗
教
連
盟
理
事

・
監
事
・
参
議
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
期

理
事
・
監
事
・
参
議
の
選
任
に
つ
い
て
承
認

を
求
め
る
件

議
長
よ
り
上
程
。
評
議
員
会
で
の
原
案
賛

同
の
意
見
を
受
け
審
議
。
原
案
可
決
。

●
議
案
第
六
号
財
団
創
立
五
〇
周
年
（
平
成

十
九
年
）
記
念
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
承
認

を
求
め
る
件

議
長
よ
り
上
程
。
評
議
員
会
で
の
原
案
賛

同
の
意
見
を
受
け
審
議
。
原
案
可
決
。

○
協
議
事
項
第
一
号

Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒

会
議
日
本
大
会
に
つ
い
て
〔
評
議
員
会
協
議

事
項
第
六
号
と
同
一
事
項
の
為
一
括
協
議
〕

一
島
正
真
国
際
委
員
会
副
委
員
長
、
戸
松

義
晴
同
委
員
会
委
員
、
壽
山
良
光
国
際
文
化

部
長
が
Ｗ
Ｆ
Ｂ
の
現
況
と
日
本
の
仏
教
界
へ

の
要
望
を
説
明
し
た
。
理
事
・
評
議
員
か
ら

は
概
ね
賛
意
が
示
さ
れ
、
開
催
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
く
と
の
合
意
を
得
た
。

○
協
議
事
項
第
二
号

憲
法
改
正
論
議
に
つ

い
て
〔
評
議
員
会
協
議
事
項
第
七
号
と
同
一

事
項
の
た
め
一
括
協
議
〕

櫻
井
総
務
部
長
よ
り
憲
法
改
正
に
つ
い
て

の
論
議
が
叫
ば
れ
て
お
り
、
各
加
盟
団
体
に

お
い
て
も
研
究
乃
至
検
討
を
い
た
だ
き
た
い

と
提
言
を
行
っ
た
。

評
議
員
会

理
事
会

評
議
員
会
・
理
事
会
開
催
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一
、
救
援
基
金
に
つ
い
て

昨
年
の
台
風
、
集
中
豪
雨
、
中
越
地
震
、

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
等
に
対
す
る
本
会
の
取
り

組
み
と
救
援
基
金
の
収
支
に
つ
い
て
宮
川
財

務
部
長
が
説
明
。
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
現
地
視

察
・
追
悼
法
要
に
つ
い
て
壽
山
国
際
文
化
部

長
が
報
告
。（
本
誌
八
、
四
頁
に
掲
載
）

二
、
第
三
十
九
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
滋
賀

大
会
開
催
に
つ
い
て

奈
良
慈
徹
社
会
部
長
よ
り
本
年
十
一
月
十

六
日
・
十
七
日
滋
賀
県
大
津
市
に
て
本
会
と

滋
賀
県
仏
教
会
が
主
催
し
開
催
す
る
旨
を
報

告
し
た
。
山
本
孝
圓
滋
賀
県
仏
教
会
会
長
、

田
中
始
更
同
副
会
長
、
前
阪
良
憲
同
事
務
局

長
が
各
加
盟
団
体
へ
協
力
の
依
頼
を
行
っ
た
。

三
、
改
革
推
進
委
員
会
現
況
報
告

櫻
井
総
務
部
長
よ
り
同
委
員
会
の
進
捗
と

答
申
へ
の
取
り
組
み
を
現
況
報
告
し
た
。

四
、
適
切
な
る
宗
教
教
育
実
現
の
た
め
の
教

育
基
本
法
第
九
条
改
正
推
進
特
別
委
員
会
報

告
杉
谷
義
純
同
委
員
会
委
員
長
が
委
員
会
で

作
成
し
た
文
章
を
示
し
、
現
況
報
告
を
行
っ

た
。

五
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
現
況
報
告

松
原
功
人
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員
長
が

考
古
学
調
査
報
告
書
と
事
業
記
録
冊
子
の
作

成
な
ど
事
業
の
終
結
に
向
け
た
取
り
組
み
を

報
告
。

六
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に
つ
い
て

七
、
宗
教
法
人
の
情
報
開
示
に
つ
い
て

右
の
六
、
七
に
つ
い
て
櫻
井
総
務
部
長
よ

り
本
会
が
加
盟
す
る
日
本
宗
教
連
盟
と
協
力

し
つ
つ
、
研
究
・
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
報

告
し
た
。

八
、
事
務
総
局
各
部
報
告

�
宗
教
法
人
審
議
会
委
員

任
期
満
了
に
伴
い
長
谷
川
正
浩
本
会
顧
問

弁
護
士
、
小
林
正
道
常
務
理
事
（
浄
土
宗
）

の
再
任
を
報
告
。

�
『
人
権
啓
発
講
演
会
開
催
』

演
題

「
人
間
ら
し
さ
の
力
」

講
師

大
江
健
三
郎
氏
（
作
家
）

二
月
十
日
午
後
一
時
開
場

大
阪
市
真
宗
大
谷
派
難
波
別
院
御
堂
会
館

�
『
加
盟
団
体
顧
問
弁
護
士
連
絡
会
開
催
』

講
師

石
村
耕
治
氏
（
白
鴎
大
学
教
授
）

長
谷
川
正
浩
氏（
本
会
顧
問
弁
護
士
）

二
月
七
日
午
後
一
時
開
会
京
都
西
本
願
寺

�
『
懇
談
朝
食
会
開
催
』

（
本
会
推
薦
の
国
会
議
員
を
対
象
と
し
て
）

法
話

本
会
副
会
長
・
増
上
寺
貫
首

成
田
有
恒
台
下

二
月
十
六
日

キ
ャ
ピ
タ
ル
東
急
ホ
テ
ル

二
月
二
十
三
日

赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

※
本
評
議
員
会
・
理
事
会
は
監
事
・
評
議
員

・
各
種
委
員
会
委
員
及
び
報
道
関
係
者
の
傍

聴
が
許
可
さ
れ
、
終
了
後
記
者
会
見
が
行
わ

れ
た
。

評
議
員
会
・
理
事
会
終
了
後
、
同
会
場

で
、
恒
例
の
新
年
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

は
じ
め
に
「
仏
教
徒
の
歌
」
を
斉
唱
し
、

続
い
て
藤
井
日
光
会
長
（
日
蓮
宗
管
長
）

が
急
遽
欠
席
の
た
め
岩
間
湛
正
常
務
理
事

（
日
蓮
宗
宗
務
総
長
）
が
会
長
の
挨
拶
を

代
読
。
次
に
里
見
達
人
理
事
長
の
挨
拶
の

後
、
災
害
救
援
金
の
贈
呈
を
行
っ
た
。

新
潟
県
仏
教
会
、
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
、
ス
リ
ラ
ン
カ
大
使
館
、
日
本

赤
十
字
社
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務

所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）、
国
連
世
界
食
糧
計

画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
の
各
代
表
が
壇
上
に
登
り
、

里
見
理
事
長
よ
り
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。

代
表
し
て
、
カ
ル
ナ
テ
ィ
ラ
カ
・
ア
ム
ヌ

ガ
マ
氏
（
ス
リ
ラ
ン
カ
大
使
）
よ
り
感
謝

の
意
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
司
会
者
よ

り
、
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
津
波
災
害
の
た
め

Ｗ
Ｆ
Ｂ
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
本
部
へ
救

援
金
を
手
渡
し
た
旨
を
報
告
。

引
き
続
き
、
来
賓
の
白
柳
誠
一
日
本
宗

教
連
盟
理
事
が
祝
辞
を
述
べ
、
山
本
孝
圓

副
会
長
（
滋
賀
県
仏
教
会
会
長
）
の
発
声

で
乾
杯
、
組
坂
繁
之
部
落
解
放
同
盟
中
央

執
行
委
員
長
の
祝
辞
へ
と
続
い
た
。

ま
た
、
本
会
推
薦
の
国
会
議
員
を
主
と

し
国
会
会
期
中
に
も
拘
わ
ら
ず
、
自
由
民

主
党
よ
り
武
部
勤
幹
事
長
は
じ
め
五
十
六

人
、
民
主
党
よ
り

岡
田
克
也
代
表
は

じ
め
三
十
一
人
、

加
盟
団
体
・
関
係

諸
団
体
を
含
め
約

三
百
名
が
出
席
し
、

和
や
か
な
懇
談
が

催
さ
れ
た
。

昨
年
の
新
潟
中
越
地
震
や
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
津
波
災
害
等
へ
の
、
救
援
金
の
贈
呈

式
を
行
っ
た
。
本
会
関
係
者
は
じ
め
、
一
昨
年
よ
り
本
会
が
推
薦
し
た
衆
議
院
・
参

議
院
の
国
会
議
員
等
、
総
勢
三
百
名
が
出
席
し
た
。

新
年
懇
親
会
開
催

右より安田暎胤副会長（法相宗管長）、五條順教副会長
（金峯山修験本宗管長）
小松玄澄副会長（長野県仏教会会長）、成田有恒副会長
（日本仏教保育協会名誉会長）
山本孝圓副会長（滋賀県仏教会会長）、里見達人理事長

救援金を手渡す里見達人理事長

報
告
事
項（
理
事
会
・
評
議
員
会
）
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一
月
二
十
三
日（
日
）午
後
一
時
半
よ
り
、

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
の
世
界
仏
教
徒
連
盟
（
Ｗ

Ｆ
Ｂ
）
本
部
で
、『
イ
ン
ド
洋
沿
岸
津
波
犠

牲
者
追
悼
法
要
』
が
営
ま
れ
た
。

法
要
に
は
Ｗ
Ｆ
Ｂ
本
部
関
係
者
、
被
害
を

受
け
た
国
々
の
大
使
を
は
じ
め
政
府
関
係
者
、

内
外
の
救
援
団
体
の
代
表
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
、
Ｗ
Ｆ

Ｂ
Ｙ
（
世
界
仏
教
青
年
会
）、
Ｗ
Ｂ
Ｕ
（
世

界
仏
教
徒
大
学
）
の
地
域
セ
ン
タ
ー
代
表
、

タ
イ
国
内
の
国
連
と
関
連
団
体
の
代
表
、
マ

ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
十
六
ヶ
国
よ
り
約
三
百

名
が
参
集
し
た
。
本
会
か
ら
は
、
壽
山
良
光

国
際
文
化
部
長
が
参
列
し
た
。

法
要
に
先
立
ち
、
パ
ン
・
ワ
ナ
メ
ッ
テ
イ

Ｗ
Ｆ
Ｂ
会
長
が
三
帰
依
文
を
唱
和
、
続
い
て

広
く
犠
牲
者
へ
の
哀
悼
の
意
を
こ
め
た
挨
拶

を
行
っ
た
。
次
に
壽
山
国
際
文
化
部
長
が
本

会
と
し
て
の
哀
悼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
日
本
語

と
英
語
で
奉
読
。
続
い
て
今
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
が
開

設
し
た
津
波
被
災
者
救
援
基
金
に
、
参
加
者

か
ら
義
捐
金
の
寄
託
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
本

会
か
ら
は
既
に
百
万
円
を
同
基
金
に
寄
託
し

て
お
り
、
目
録
を
ワ
ナ
メ
ッ
テ
イ
会
長
に
贈

呈
し
た
。

次
に
タ
イ
王
国
仏
教
界
最
長
老
の
ソ
ム
デ

ジ
ュ
・
パ
ラ
・
ア
ナ
サ
ン
バ
ラ
師
の
挨
拶
の

後
、
法
要
が
開
始
さ
れ
た
。
参
列
し
た
僧
侶

の
読
経
に
続
き
、
ワ
ナ
メ
ッ
テ
イ
会
長
が
、

サ
ン
ガ
に
宗
教
的
品
物
を
備
え
、
多
く
の
犠

牲
者
へ
功
徳
を
回
向
す
る
た
め
に
聖
水
を
か

け
る
儀
式
（
洒
水
）
を
行
っ
た
。

続
い
て
ネ
パ
ー
ル
人
で
タ
イ
・
ボ
ー
ボ
ラ

ン
ビ
ス
寺
の
ア
ニ
ル
マ
ン
・
ダ
ン
マ
サ
キ
ヨ

師
が
「
仏
教

徒
は
こ
の
津

波
被
害
を
ど

う
考
え
る
べ

き
か
」
と
題

し
、
講
演
を

行
な
っ
た
。

世
界
仏
教
徒
連
盟（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
）本
部
で

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
津
波
犠
牲
者
へ
の
追
悼
法
要
厳
修

�
本
会
「
救
援
基
金
」
よ
り
百
万
円
を
寄
託

犠牲者を追悼するタイ国内僧侶

ワナメッテイWFB会長（右）、ウィス
モル同副会長（中央）、壽山国際文化部
長（左）による酒水

世
界
仏
教
徒
連
盟
（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
）
は
、
世

界
の
仏
教
徒
が
交
流
親
善
を
図
る
と
と
も

に
、
仏
陀
の
崇
高
な
教
義
の
普
及
と
世
界

平
和
へ
の
貢
献
を
目
的
に
、
一
九
五
○
年

（
昭
和
二
十
五
年
）
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
本
部
は
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
に
置
か

れ
、
世
界
の
一
四
六
地
域
セ
ン
タ
ー
が
加

盟
し
て
い
ま
す
。

日
本
か
ら
は
本
会
が
、
我
が
国
仏
教
界

を
代
表
し
て
唯
一
加
盟
し
、
現
在
副
会
長

と
執
行
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。
設
立
以

来
原
則
と
し
て
二
〜
三
年
に
一
度
、
最
高

の
議
決
機
関
で
あ
る
世
界
仏
教
徒
会
議

（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
大
会
）
が
各
国
で
開
催
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
十
七

年
）
の
第
二
回
大
会
、
及
び
一
九
七
八
年

（
昭
和
五
十
三
年
）
の
第
十
二
回
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
よ
り
本
会
は
こ

の
第
二
回
大
会
を
日
本
で
開
催
す
る
た
め

に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
我
が
国
で
は
本
年
で
二
十
七
年

も
の
間
、
開
催
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

間
、
海
外
代
表
か
ら
し
ば
し
ば
日
本
開
催

を
要
望
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
本
会
は
ル

ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
に
専
念
し
た
こ
と

も
あ
り
、
回
答
を
保
留
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
十
月
二
十
九
・
三
十
日
の
両
日
、

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｆ
Ｂ

執
行
委
員
会
に
お
い
て
も
、
世
界
仏
教
徒

会
議
日
本
開
催
へ
の
期
待
が
本
会
に
対
し

て
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
昨
年
十
一
月
十
七
日
に
開
催
さ

れ
た
常
務
理
事
会
に
お
い
て
協
議
が
行
わ

れ
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
日
本
大
会
開
催
に
つ
い
て
資

料
を
準
備
し
、
具
体
的
な
検
討
を
行
う
こ

と
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
承
け
た
国
際
委
員
会
で
の
検
討

の
後
、
本
年
一
月
二
十
六
日
の
理
事
・
評

議
員
会
で
協
議
の
後
に
、
開
催
準
備
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
大
会
が
仏
教
界
を
担
う

国
際
的
視
野
を
身
に
つ
け
た
人
材
育
成
の

機
会
と
な
り
、
日
本
の
仏
教
界
が
世
界
に

於
い
て
指
導
的
役
割
を
果
た
し
、
国
際
的

な
仏
教
交
流
の
中
核
と
し
て
の
機
能
を
果

た
す
端
緒
と
で
き
る
よ
う
に
、
国
際
委
員

会
に
お
い
て
時
期
・
企
画
・
予
算
・
組
織

な
ど
の
具
体
的
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議

―
日
本
大
会
開
催
に
向
け
て
準
備
始
ま
る
―
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平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
に
「
公
益
法
人

制
度
改
革
に
関
す
る
政
府
方
針
」
が
発
表
さ

れ
、
こ
れ
を
取
り
入
れ
た
「
今
後
の
行
政
改

革
の
方
針
」
が
、
十
二
月
二
十
四
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

公
益
法
人
の
制
度
改
革
の
議
論
は
、
平
成

十
二
年
十
二
月
一
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
行
政
改
革
大
綱
」
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
特
殊
法
人
や
行
政
委
託
型
法
人
等

を
改
革
す
る
こ
と
が
主
目
的
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日
の
閣
議

決
定
以
降
、
公
益
法
人
の
抜
本
的
改
革
に
議

論
が
移
る
と
と
も
に
、
公
益
法
人
の
税
制
ま

で
取
り
込
ん
だ
議
論
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

前
者
は
、
内
閣
官
房
の
行
政
改
革
推
進
事
務

局
で
、
後
者
は
政
府
の
税
制
調
査
会
で
そ
れ

ぞ
れ
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平

成
十
五
年
五
月
三
十
日
に
与
党
三
党
合
意
の

も
と
、
同
年
六
月
二
十
七
日
の
「
公
益
法
人

制
度
の
抜
本
的
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
」

（
閣
議
決
定
）
に
基
づ
い
て
、
改
革
協
の
中

に
有
識
者
会
議
が
設
け
ら
れ
、
非
営
利
法
人

制
度
改
革
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
組
織

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
会
議
は
、
平
成
十

五
年
十
一
月
を
か
わ
き
り
に
都
合
二
十
六
回

行
わ
れ
ま
し
た
。平
成
十
六
年
三
月
に
は「
論

点
の
中
間
整
理
」
を
、
同
年
十
月
十
二
日
に

は
「
非
営
利
法
人
制
度
創
設
に
関
す
る
試

案
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
同
年
十
一
月
十
九
日
に
は
、
有
識
者

会
議
か
ら
「
有
識
者
会
議
報
告
書
」
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
内
容
が
、
十
二
月
十
九
日

公
表
さ
れ
た
「
公
益
法
人
制
度
改
革
に
関
す

る
政
府
の
基
本
方
針
」
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
十
二
月
二
十
四

日
の
閣
議
決
定
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
改
革
の
基
本
的
な
特
徴
は
、
今
ま
で

と
異
な
っ
て
、
�
法
人
の
設
立
と
�
公
益
性

の
判
断
を
分
離
し
た
こ
と
で
す
。
今
ま
で
は
、

�
と
�
は
所
轄
庁
が
一
度
に
判
断
し
て
い
ま

し
た
。
公
益
「
法
人
」
の
設
立
が
認
め
ら
れ

れ
ば
、「
公
益
」
法
人
と
さ
れ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
は
、
公
益
性
の
有
無
に

拘
ら
ず
準
則
主
義
（
登
記
）
に
よ
り
簡
便
に

法
人
を
設
立
さ
せ
、
設
立
し
た
法
人
に
公
益

性
が
あ
る
か
ど
う
か
を
内
閣
に
民
間
有
識
者

か
ら
な
る
委
員
会
を
設
置
し
て
こ
の
委
員
会

が
判
断
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

公
益
性
の
判
断
要
件
と
し
て
以
下
の
点
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
、
法
人
の
目
的
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
不

特
定
多
数
者
の
利
益
の
実
現
を
図
る
こ
と
を

基
本
と
す
る
。

Ｂ
、
法
人
の
事
業
に
つ
い
て
、
公
益
的
事
業

の
規
模
は
、
法
人
の
事
業
の
過
半
を
占
め
る

こ
と
。
収
益
事
業
の
利
益
は
公
益
事
業
の
た

め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
。
公
益
事
業
が
営
利

企
業
の
行
う
活
動
を
阻
害
し
な
い
こ
と
。

Ｃ
、
法
人
の
規
則
に
つ
い
て
、
同
一
親
族
等

が
理
事
・
評
議
員
に
占
め
る
割
合
を
制
限
す

る
こ
と
。
解
散
し
た
法
人
の
残
余
財
産
の
帰

属
は
、
類
似
の
公
益
目
的
の
法
人
や
国
等
に

限
定
す
る
こ
と
。
必
要
を
超
え
た
過
大
な
資

金
を
留
保
し
て
い
な
い
こ
と
。
原
則
と
し
て
、

株
式
等
を
保
有
し
な
い
こ
と
。

ま
た
、
適
正
運
営
確
保
の
方
策
と
し
て
、

以
下
の
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

Ｄ
、
理
事
会
、
監
事
を
必
置
機
関
と
す
る
こ

と
等
。

Ｅ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
等
に
留
意
し
つ

つ
、
国
民
一
般
に
対
す
る
情
報
開
示
の
強
化

を
図
る
。
開
示
事
項
は
、
�
業
務
・
財
産
等

に
関
す
る
事
項
�
公
益
性
の
判
断
要
件
に
係

る
事
項
�
役
員
報
酬
に
関
す
る
事
項
�
管
理

費
の
水
準
等
法
人
の
適
正
運
営
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
開
示
が
望
ま
し
い
事
項
と
す
る
。

Ｆ
、
判
断
主
体
（
内
閣
に
設
け
ら
れ
る
民
間

有
識
者
か
ら
な
る
委
員
会
）
も
法
人
が
、
開

示
し
て
い
る
情
報
を
集
約
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
活
用
し
つ
つ
国
民
一
般
に
分
か
り

や
す
く
開
示
す
る
。

Ｇ
、
公
益
性
判
断
の
取
消
等
必
要
な
監
督
上

措
置
（
事
業
報
告
書
等
の
定
期
的
な
提
出
、

報
告
徴
集
・
立
入
検
査
、
命
令
）
を
講
ず
る

方
向
で
検
討
す
る
。

Ｈ
、
判
断
主
体
が
、
一
定
期
間
ご
と
に
法
人

の
活
動
実
績
を
踏
ま
え
て
公
益
性
の
判
断
の

有
無
を
確
認
す
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
平
成
十
八
年
の
通
常

国
会
に
民
法
等
の
法
律
案
が
提
出
さ
れ
る
予

定
で
す
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
民
法
三
十
四

条
法
人
の
改
革
で
す
。
民
法
三
十
四
条
法
人

の
改
革
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
来
る
べ
き
宗

教
法
人
の
制
度
改
革
も
、
右
の
よ
う
な
基
本

的
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
議
論
さ
れ
る
こ
と

は
、
容
易
に
想
像
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

宗
教
法
人
は
、
�
宗
教
的
側
面
と
�
世
俗

的
な
側
面
の
二
面
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
宗
教
法
人
の
制
度
改
革
で
論
議
さ
れ

る
の
は
�
で
あ
っ
て
、
�
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
�
へ
の
影
響
も
避
け
ら
れ
な
い
の

で
す
か
ら
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

宗
教
法
人
の
公
益
性
や
適
正
運
営
等
に
つ
い

て
今
か
ら
十
二
分
な
対
応
等
を
考
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

公
益
法
人
制
度
改
革
の
骨
子
固
ま
る

〜
危
惧
さ
れ
る
宗
教
法
人
へ
の
影
響
〜

■
本
会
顧
問
弁
護
士

長
谷
川

正
浩
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一
月
二
十
二
日
十
時
よ
り
四
時
三
十
分
ま

で
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
チ
ャ
イ
ル
ド

支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
、
全
国
青
少
年
教
化
協

議
会
・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主
催

し
、
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

チ
ャ
イ
ル
ド
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｃ
Ｈ
Ｉ
）
と
は
、
二
〇
〇
三

年
に
設
立
さ
れ
た
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
関

（
本
部
オ
ラ
ン
ダ
）
で
、
世
界
約
六
十
カ
国

の
セ
ン
タ
ー
が
加
盟
し
て
る
。

日
本
で
は
、
現
在
三
十
四
都
道
府
県
、
五

十
七
団
体
が
チ
ャ
イ
ル
ド
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
を

開
設
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
市
民
団
体
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
九
四
年
日
本
政

府
で
も
採
択
さ
れ
た
「
子
ど
も
の
権
利
条

約
」
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
表
現
の
自
由
や

虐
待
か
ら
の
保
護
、
文
化
的
生
活
等
へ
の
参

加
を
広
く
呼
び
か
け
て
い
る
。

は
じ
め
に
「
海
外
事
業
に
学
ぼ
う
！
」
と

題
し
、
各
国
の
代
表
が
現
況
報
告
を
行
っ
た
。

イ
ン
ド
か
ら
は
ジ
ェ
ル
ー
・
ビ
リ
モ
リ
ア

さ
ん
（
Ｃ
Ｈ
Ｉ
代
表
）
が
、
チ
ャ
イ
ル
ド
ヘ

ル
プ
ラ
イ
ン
を
四
十
二
の
市
町
村
で
実
施
し
、

三
百
六
十
五
日
、
二
十
四
時
間
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
で
対
応
し
て
い
る
こ
と
や
、
二
〇
〇
一

年
度
実
績
と
し
て
一
四
四
万
件
の
電
話
が
あ

り
、
医
療
に
関
す
る
内
容
や
虐
待
、
労
働
を

強
制
さ
れ
る
児
童
か
ら
の
問
い
合
せ
が
多
い

と
報
告
。
ま
た
、
資
金
運
営
は
、
七
〇
％
が

政
府
か
ら
の
援
助
で
、
そ
の
他
民
間
企
業
か

ら
の
寄
付
で
ま
か
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ

た
。
ま
た
、
日
本
へ
の
要
望
と
し
て
、
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
開
設
や
二
十
四
時
間
体
制
で

の
対
応
な
ど
意
見
を
述
べ
た
。
続
い
て
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
、
モ
ン
ゴ
ル

の
各
代
表
か
ら
の
事
例
報
告
が
あ
っ
た
。

休
憩
を
挟
み
、
午
後
か
ら
は
「
子
ど
も
支

援
の
社
会
シ
ス
テ
ム
」
と
題
し
、
パ
ネ
リ
ス

ト
に
ジ
ェ
ル
ー
・
ビ
リ
モ
リ
ア
Ｃ
Ｈ
Ｉ
代
表
、

森
田
ゆ
り
Ｃ
Ａ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
・
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
、

津
田
玄
児
弁
護
士
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

じ
ん
ひ
と
し

神
仁
全
青
協
主
幹
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

行
政
の
問
題
や
チ
ャ
イ
ル
ド
ヘ
ル
プ
ラ
イ

ン
の
必
要
性
、
子
ど
も
に
関
す
る
支
援
を
行

っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
市
民
団
体
間
で
の
交

流
、
子
ど
も
へ
の
対
応
と
現
況
報
告
、
相
談

の
受
け
て
と
な
る
大
人
の
研
修
の
大
事
さ
等

そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
述
べ
た
。

子
ど
も
の
た
め
の
支
援
を
様
々
な
形
で
、

子
ど
も
た
ち
が
多
く
の
選
択
肢
を
持
て
る
よ

う
全
国
各
地
で
活
発
な
活
動
が
出
来
る
よ
う

行
動
し
て
い
く
旨
が
話
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
も
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ

盛
会
で
あ
っ
た
。

チ
ャ
イ
ル
ド
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル（
Ｃ
Ｈ
Ｉ
）公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
が
活
き
る
ま
ち
づ
く
り
」開
催

一
月
二
十
四
日
、
第
二
回
寺
院
運
営
成

功
事
例
セ
ミ
ナ
ー
「
寺
院
を
発
展
さ
せ
る

運
営
と
教
化
―
そ
の
具
体
的
方
法
と
戦
略

―
」
が
鎌
倉
新
書
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。

会
場
と
な
っ
た
日
本
青
年
館
（
新
宿
区
）

に
は
、
当
初
の
定
員
五
十
名
を
上
回
る
約

八
十
名
の
参
加
者
が
集
っ
た
。

は
じ
め
に
、
清
水
祐
孝
鎌
倉
新
書
代
表

取
締
役
社
長
が
「
伸
び
る
寺
院
に
は
共
通

す
る
原
則
が
あ
っ
た
」
と
し
て
、
寺
院
が

直
面
す
る
構
造
問
題
や
檀
信
徒
を
基
盤
と

し
た
宗
教
法
人
の
運
営
方
法
な
ど
に
つ
い

て
提
案
。
さ
ら
に
、
教
義
や
布
教
活
動
に

つ
い
て
の
研
究
は
長
い
歴
史
の
中
で
十
分

行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
伝
え
方
や
伝
え

る
技
術
に
つ
い
て
は
殆
ど
研
究
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。

続
い
て
二
名
の
講
師
が
紹
介
さ
れ
、
江

田
真
人
師
（
曹
洞
宗
林
泉
寺
住
職
・
東
京

都
文
京
区
）
が
「
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
組
織
す
る
」
と
題
し
、
自
坊
で
の

取
り
組
み
事
例
と
し
て
坐
禅
会
・
茶
道
会

・
空
手
道
場
な
ど
を
上
げ
、
檀
家
の
人
々

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
く
に
は
、
型
作
り
を

整
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
明
言
す
る

と
共
に
、
継
続
性
を
保
つ
た
め
に
自
分
の

得
意
と
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
、
そ
の
中

に
三
分
で
も
五
分
で
も
必
ず
お
話
を
取
り

入
れ
た
企
画
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と

話
さ
れ
た
。

ま
た
、
湯
沢
宥
広
師
（
真
言
宗
豊
山
派

宝
蔵
寺
住
職
・
茨
城
県
三
和
町
）
は
「
檀

信
徒
青
年
部
の
組
織
と
寺
院
活
性
化
」
と

題
し
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
考
え
、
新
本
堂
建
設
と
同
時
に

檀
信
徒
青
年
部
を
設
立
。
参
加
す
る
喜
び
、

お
寺
に
足
を
運
ぶ
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
貰

え
る
よ
う
に
、
会
議
で
様
々
な
協
議
を
行

い
事
業
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ

と
。
な
か
で
も
、「
青
少
年
研
修
わ
く
わ

く
寺
子
屋
道
場
」、「
弘
法
大
師
を
た
た
え

る
夕
べ
」
を
取
り
上
げ
、
運
営
上
の
工
夫

に
つ
い
て
語
っ
た
。
檀
信
徒
青
年
部
を
設

立
す
る
こ
と
で
、「
子
育
て
中
の
人
が
多

く
、
青
少
年
事
業
に
積
極
的
に
な
る
」「
寺

門
興
隆
に
寄
与
で
き
る
人
材
を
育
成
で
き

る
」「
寺
側
も
積
極
的
に
布
教
を
展
開
で

き
る
」
と
、
そ
の
成
果
を
語
っ
た
。

参
加
者
は
、
メ
モ
を
取
る
な
ど
熱
心
に

耳
を
傾
け
、
テ
ー
マ
へ
の
関
心
の
高
さ
が

伺
え
た
。

第
二
回

寺
院
運
営
成
功
セ
ミ
ナ
ー

「
寺
院
を
発
展
さ
せ
る
運
営
と
教
化
」開
催
さ
れ
る
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十
三
日
▼
長
崎
仏
教
連
合
会
、
東
京
芝
仏
教

会
・
救
援
基
金
寄
付
の
為
来
局

十
四
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

▼
日
本
曹
渓
宗
釋
泰
然
管
長
来
局

十
五
日
▼
全
日
本
仏
教
青
年
会
坂
本
師
来
局

十
六
日
▼
関
西
事
務
局
会
議
、
事
務
総
局
連

絡
会
議

▼
真
宗
大
谷
派
難
波
別
院
と
人
権
啓

発
講
演
会
に
つ
い
て
打
合
せ

十
七
日
▼
国
際
委
員
会

十
八
日
▼
仏
教
看
護
ビ
ハ
ー
ラ
学
会
発
会
式

出
席

二
十
日
▼
同
和
委
員
会

二
十
一
日
▼
日
宗
連
理
事
会
、
幹
事
会

▼
「
信
教
の
自
由
と
政
教
分
離
セ

ミ
ナ
ー
」
出
席

二
十
二
日
▼
自
由
民
主
党
・
青
山
丘
組
織
本

部
長
と
の
懇
談
会

▼
事
務
総
局
局
内
会
議

二
十
四
日
▼
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
考
古
学

報
告
書
打
合
せ

十
一
日
▼
日
蓮
宗
年
頭
交
歓
会
出
席

十
二
日
▼
法
律
相
談
室

十
三
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

▼
国
際
委
員
会
専
門
部
会

▼
ペ
マ
・
ギ
ャ
ル
ポ
師
来
局

十
四
日
▼
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
企
画

委
員
会
出
席

▼
写
真
家
ダ
ン
・
フ
ァ
ー
バ
ー
氏
来
局

十
五
日
▼
増
上
寺
新
年
互
礼
会
出
席

十
七
日
▼
阪
神
大
震
災
被
災
者
追
悼
法
要

十
八
日
▼
自
由
民
主
党
大
会
出
席

▼
埼
玉
県
佛
教
会
新
年
懇
親
会
出
席

十
九
日
▼
改
革
推
進
委
員
会

▼
「
同
宗
連
」
研
修
会
出
席

二
十
日
▼
文
化
庁
主
催
「
公
益
法
人
制
度
改

革
説
明
会
」
出
席

▼
小
泉
顕
雄
政
務
官
祝
賀
会
出
席

▼
日
本
仏
教
保
育
協
会
・
古
屋
師
打

合
せ

二
十
一
日
▼
立
正
佼
正
会
・
松
原
氏
来
局

▼
事
務
総
局
局
内
会
議

▼
日
本
仏
教
保
育
協
会
・
研
修
会
、

懇
談
会
出
席

二
十
二
日
▼
タ
イ
南
部
・
津
波
被
災
地
視
察

▼
Ｃ
Ｈ
Ｉ
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

大
会
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
出
席

二
十
三
日
▼
Ｗ
Ｆ
Ｂ
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
津
波

犠
牲
者
へ
の
追
悼
法
要
参
列

（
於
バ
ン
コ
ク
）

二
十
四
日
▼
白
幡
憲
佑
元
理
事
長
葬
儀
参
列

▼
鎌
倉
新
書
主
催
・
寺
院
運
営
セ

ミ
ナ
ー
出
席

二
十
五
日
▼
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
新
春
の
集
い
出
席

▼
イ
ン
ド
共
和
国
記
念
日
を
祝
う

会
出
席

▼
法
律
相
談
室

二
十
六
日
▼
理
事
会
・
評
議
員
会

▼
新
年
懇
親
会

一
日
▼
自
由
民
主
党
各
種
団
体
新
春
懇
親
会

出
席

▼
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

来
局

▼
事
務
総
局
局
内
会
議

二
日
▼
財
団
創
立
五
十
周
年
準
備
記
念
事
業

委
員
会

七
日
▼
加
盟
団
体
顧
問
弁
護
士
連
絡
会

八
日
▼
滋
賀
県
仏
教
会
・
大
会
打
合
せ
訪
問

十
日
▼
人
権
啓
発
講
演
会

▼
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
・
修
正
会
出
席

就
任

理
事

岡
野
正
純
（
孝
道
教
団
）

評
議
員

三
浦
碩
運
（
臨
済
宗
円
覚
寺
派
）

退
任

理
事

安
藤
正
晃
（
孝
道
教
団
）

評
議
員

林

良
道
（
臨
済
宗
円
覚
寺
派
）

白
幡
憲
佑
師
（
本
会
元
理
事
長
）

十
二
月
二
十
一
日
遷
化

七
十
三
歳

浄
土
宗
・
光
明
寺
住
職

鈴
木
常
俊
師

十
二
月
二
十
八
日
遷
化

八
十
一
歳

栃
木
県
仏
教
会
会
長

天
台
宗
・
日
光
山
輪
王
寺
前
門
主

蓮
生
善
隆
師
（
本
会
元
副
会
長
）

一
月
十
二
日
遷
化

八
十
九
歳

真
言
宗
善
通
寺
派
前
管
長

現
在
、
本
事
業
大
詰
め
の
作
業
で
あ
る
『
マ
ヤ

堂
遺
跡
考
古
学
発
掘
調
査
最
終
報
告
書
』
の
発
刊

等
に
鋭
意
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

長
期
に
亘
る
難
事
業
推
進
の
た
め
、
事
業
資
金

が
不
足
を
来
た
し
て
お
り
誠
に
恐
縮
で
す
が
皆
さ

ま
に
事
業
資
金
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

玖
台
寺

吉
川
文
隆
様

金
、
十
萬
円

長
圓
寺

不
破
仁
様

金
、
五
十
萬
円

金
蔵
院

眞
田
有
快
様

金
、
五
萬
円

〈
十
二
月
十
一
日
〜
一
月
二
十
六
日
受
付
順
〉

【
篤
志
の
振
込
先
口
座
番
号
】

＊
郵
便
局
〇
〇
一
三
〇
―
六
―
三
七
六
〇
〇

加
入
者
名

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

※
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
協
力
金
と
明
記
下
さ
い
。

＊
銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
浜
松
町
支
店

普
通
預
金
口
座

七
七
〇
三
五
八

口
座
名
義
財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

※
振
込
手
数
料
を
差
し
引
い
て
お
振
込
下
さ
い
。

●
本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
せ

（
財
）全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
国
際
文
化
部

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

篤
志
支
援
者
ご
芳
名

本
誌
五
〇
五
号
（
七
頁
）、
賀
詞
交
換

に
於
て
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
親
鸞
聖

人
七
五
〇
回
大
遠
忌
準
備
事
務
所
長
・
藤

下
恒
庸
様
と
記
載
す
る
所
、
誤
記
い
た
し

ま
し
た
。
関
係
各
位
の
皆
様
に
対
し
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
謹
ん
で
訂

正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

正

藤
下
恒
庸

誤

下
川
弘
暎

本
会
機
関
誌
「
全
仏
」
五
〇
五（
一
月
）号

記
事
訂
正
の
お
詫
び

事
務
総
局
録
事

十
二
月
（
十
一
〜
三
十
一
日
）

一
月
（
一
〜
十
日
）

二
月
（
一
〜
十
日
）

人
事

哀
悼
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二
〇
〇
五
年
三
月
一
日
発
行

三
月
号

第
五
〇
六
号

スマトラ沖地震津波災害

タ
イ
南
部
パ
ン
ガ
ー
県
現
地
視
察
報
告

昨
年
末
、
ス
マ
ト
ラ
沖
で
発
生
し
た
大
地
震
及
び

大
規
模
な
津
波
に
よ
り
、
イ
ン
ド
洋
沿
岸
部
を
中
心

に
三
十
万
人
を
超
え
る
方
々
が
亡
く
な
り
、
今
も
多

く
の
被
災
者
が
救
援
を
待
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

本
会
は
国
連
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
団
体
等
と
迅
速
に
情

報
交
換
を
行
い
、「
救
援
基
金
」
よ
り
、
世
界
仏
教

徒
連
盟
（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
）、
ス
リ
ラ
ン
カ
大
使
館
、
仏
教

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
日
本
赤
十
字
社
、
国
連
難

民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）、
国
連
世

界
食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
に
、
各
百
万
円
を
寄
託
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
月
二
十
三
日
に
世
界
仏
教
徒
連
盟
（
Ｗ

Ｆ
Ｂ
）
本
部
で
行
わ
れ
た
犠
牲
者
に
対
す
る
追
悼
法

要
（
本
誌
四
頁
掲
載
）
に
参
列
し
、
前
日
の
一
月
二

十
二
日
、
特
に
被
害
の
甚
大
で
あ
っ
た
、
タ
イ
南
部

パ
ン
ガ
ー
県
に
、
壽
山
良
光
国
際
文
化
部
長
を
派
遣

し
、
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
の
（
社
）
シ

ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
（
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
協
力

の
下
、
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

同
県
の
バ
ー
ン
・
ム
ア
ン
地
区
の
寺
院
に
は
当
初

千
体
、
今
も
多
く
の
被
災
者
の
遺
体
が
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
ナ
ム
ケ

ム
村
で
は
、
海
岸
か
ら
船
舶
が
打
ち
上
げ
ら
れ
民
家

を
破
壊
し
、
発
生
時
は
数
百
名
の
遺
体
が
散
乱
、
政

府
関
係
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
死
の
救
助
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
。

ナ
ム
ケ
ム
村
に
設
置
さ
れ
た
避
難
所
に
は
当
初
五

千
人
余
が
避
難
。
世
界
各
国
か
ら
七
十
余
の
国
連
、

Ｓ
Ｖ
Ａ
な
ど
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
が
支
援
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
報
道
で
は
な
か
な
か
紹
介
さ
れ
ま
せ

ん
が
、
日
本
の
仏
教
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
被
災
地
で
指
導
的

役
割
を
果
た
し
活
発
に
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

し
た
。
避
難
所
で
は
現
在
、
仮
設
住
宅
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
一
過
性
の
対
応
に
終
わ
る
こ
と
な
く
親
を

失
っ
た
子
供
達
の
精
神
的
な
ケ
ア
、
津
波
で
舟
を
破

壊
さ
れ
職
を
失
っ
た
人
々
、
ま
た
、
タ
イ
東
北
部
、

ビ
ル
マ（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）か
ら
出
稼
ぎ
に
来
て
い
た
行

方
不
明
の
労
働
者
の
把
握
・
ケ
ア
な
ど
長
期
的
な
視

点
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

加
盟
団
体
各
位
及
び
、
広
く
皆
様
に
被
災
地
の
現

状
を
お
知
ら
せ
す
る
と
共
に
、
引
き
続
き
本
会
「
救

援
基
金
」
へ
の
浄
財
の
ご
寄
託
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

郵
便
振
替
口
座

口
座
名
義

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

口
座
番
号

〇
〇
一
三
〇─

六─

三
七
六
〇
〇

お
問
い
合
わ
せ

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局

【
寄
付
者
】〈
十
二
月
二
〇
日
〜
二
月
八
日
〉

・
臨
済
宗
相
国
寺
派
・
金
峯
山
修
験
本
宗
・
時
宗
・

念
法
眞
教
・
東
京
都
仏
教
連
合
会
・
神
奈
川
県
仏
教

会
・
青
森
県
仏
教
会
・
群
馬
県
仏
教
連
合
会
・
山
梨

県
仏
教
会
・
大
阪
府
仏
教
会
・
長
野
県
仏
教
会
・
国

際
仏
教
興
隆
協
会
・
東
京
北
区

仏
教
会
・
東
京
滝
野
川
仏
教
会

・
滋
賀
竜
王
町
仏
教
会
・
青
森

蘭
庭
院
・
青
森
称
光
寺
・
栃
木

近
龍
寺
・
東
京
慈
眼
寺
・
静
岡

尊
永
寺
・
東
京
萬
福
寺
・
滋
賀

永
雲
寺
・
愛
知
都
路
照
信
・
本

会
新
年
懇
親
会

（
合
計
六
、三
四
一
、七
一
七
円
）

発
行
人

齋
藤
明
聖

発
行
所

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

U
R
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w
w
.jbf.ne.jp/

「救援金」寄託先のご報告台風災害復興支援 ＜１１月１日～１月２６日＞
「厳島神社国宝展」開催 ◆新潟中越地震災害への寄託先

新潟県仏教会（見舞金） ３０万円（１１月１日）
同上 （支援金） ３００万円（１月２６日）

◆台風２３号及び新潟中越地震、スマトラ沖地震津波災害への寄託先
仏教NGOネットワーク ２００万円（１月２６日）

◆スリランカ和平支援事業への寄託先
世界宗教者平和会議日本委員会 １００万円（１２月１７日）

◆スマトラ沖地震津波災害への寄託先
世界仏教徒連盟（WFB）本部 １００万円（１月２３日）
スリランカ大使館 １００万円（１月２６日）
日本赤十字社 １００万円（１月２６日）
国連高等弁務官事務所（UNHCR） １００万円（１月２６日）
国連世界食糧計画（WFP） １００万円（１月２６日）

●平家納経（法華経３３巻他）を順次展示

法華経
薬王菩薩本事品
第二十三（国宝）

開催日：３月２５日～５月８日 １０時～１７時月曜休館
会 場：東京芸術大学大学美術館（上野公園内）
観覧料：大人１２００円 高校・大学８００円

中学生以下無料
主 催：厳島神社他
【問合せ】読売新聞社文化事業部 TEL０６（６３６６）１８０９

（財）日本宗教連盟主催

第２１回「宗教と税制シンポジウム」開催「花まつり」ポスターのご案内

●公益法人制度改革と宗教法人への影響１部１００円（５枚より）頒布

希望の方は、FAXまたはハガキ

で下記明記のうえお願いいたし

ます。

�氏名 �一般・ご寺院
�希望枚数 �郵便番号・住所
�連絡先
【申込み】全日本仏教会財務部

〒１０５‐００１１東京都港区

芝公園４‐７‐４ 明照会館２F

TEL ０３（３４３７）９２７５

FAX ０３（３４３７）３２６０

政府が進めている公益法人制度改革の問題点と宗教法人の活動及び税制に
どのような影響がもたらされるのか、諸問題について考える。
開催日：３月１０日（木）１３時３０分～１６時
会 場：立正佼正会セレニティーホール（東京都杉並区和田１‐３‐２０）
内 容：�講演「公益法人制度改革 政府の構想の問題点」

講師 松原明氏（シーズ＝市民活動を支える制度を作る会事務局長）
�講演「公益法人制度改革 原則課税の問題点」
講師 石村耕治氏（白鴎大学教授）

参加費：無料
申込み締め切り：３月４日までに本会事務総局宛にFAXでお申込願います

FAX０３（３４３７）３２６０

電

話
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三
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七
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Ｆ
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〇
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四
三
七
）三
二
六
〇
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